高石市新家地域における
ウエストナイル熱ウイルス媒介蚊対策シミュレ－ション事業のまとめ
１． シミュレ－ション事業の目的
アメリカで猛威を振るっているウエストナイル熱は、蚊を媒介とする新興感染症です。
日本でも早晩このウエストナイル熱に見舞われる可能性は否定できない。その折には、パニックが地域を覆うことは容易に想像できます。
こうした中、大阪府としては平成１５年度から毎年、ウエストナイル熱ウイルスを媒介する蚊のサ－ベイランス事業を実施し、侵入に備えています。
一方、この媒介蚊の防除は原則市町村が行うこととなっているが、府下市町村の防除等の体制を考えると、必ずしも十分とはいえないというのが現状です。
本シミュ－レ－ション事業は、こうした現況をふまえ、高石市において、市民に対するウエストナイル熱に対する啓発活動の推進とあわせウエストナイル熱ウイルス媒介蚊の防除活動を、市民自らが自治会単位での実際の薬剤散布などの実践を通して理解を深めること。さらに、この事業を通じ、媒介蚊対策可能な組織づくりを展望するものであり、大阪府環境衛生課、保健所、高石市の行政と（社）大阪府ペストコントロ－ル協会、（財）大阪防疫協会の公益法人、地域住民とが一体となって取り組む事業です。
また、本事業は住民自らが住居内の「くみ置きの水」に加え公共マスへの薬剤投与にも積極的に参画することによって、居住している地域における蚊の発生源個所の把握、及び日常的な「水溜め」対策の必要性を実感してもらうなど、文字通り行政と住民とが一体となった取り組みを進めることを目的としました。
これは、２００７年夏、高石市新家地区を対象に地域自治会のみなさんと関係機関及び行政とが力を合わせて実施した事業のまとめです。
２． 本事業の概要
１） 準備作業
① 実施対象自治会の確定。府・保健所、市、公益法人との連携のための調整。
② 新家自治会(約300 戸住宅)マップづくり-６/２２（金）実施
③７月７日（土）午後７：３０新家自治会館にて地元説明会の実施
２） 事前調査・・蚊の捕獲と分析
（捕獲器の設置は、新家自治会館と高石市立取石小学校）で
日程・・７月１０日から１１日、７月２４日～２５日の２回
３） 薬剤投入・・公共の場所と住居内の雨水マスや水溜り
日程・・７月２７日(金)-公共マス、２８(土)or２９日(日)-各家庭水溜り
４） 事後調査・・蚊の捕獲と分析
日程・・薬剤投与の１週間、３週間、５週間後に
(８月７日～８日、８月２１日～２２日、9 月４日～５日)の３回
３． 役割の分担
高石市・・事業推進体制確立、薬剤散布と効果判定の実務、自治会との連絡調整
自治会・・説明会、薬剤の配布と散布 公益法人・・事業への協力
大阪府環境衛生課・保健所・府立公衆衛生研究所・・事業の総括、市と共同で蚊対策の技術指導など
４． 防除剤投与作業について
１）７月２７日（金）　公共マス、水溜めへの防除剤投与
○午前９：３０保健所出発―
（保健所５名、府環境衛生課２名、府公衆衛生研究所１名大阪府ＰＣＯ協会３名、大阪防疫協会３名、ア－ス・バイオケミカル㈱１名）
○午前１０：００新家自治会館集合
［事業のながれ］
① あいさつ
・大阪府和泉保健所衛生課長
・高石市環境保全課長
・新家自治会長
・大阪府環境衛生課、公衆衛生研究所、ＰＣＯ、防疫協会
② 当日の防除剤投与の作業手順の説明－班編成表・町内会の地図をもとに
― 質疑応答 －
・薬剤の効き目と水に流れないものなのか（質問） ・雑草が増えている、市役所で責任持って刈り取るよう指導すべきだ（要望） ・水溜りの除去と同時に、目の細かい網で覆うということも効果あり（公衆衛生研究所）
③ 行動開始（４班体制で、自治会エリアを４分割）－投与錠剤２２５錠
④ 終了・集合
・コメント（公衆衛生研究所：家庭菜園対策について、新家自治会長：市としての強制力を持った対応が求められているのでは）
○午前１１：４０現地解散
＊ 分担と班編成については
・本部班：自治会、環境衛生、保健所（随時、町内視察も）
・散布班：
１班：高石市、ＰＣＯ協会 ２班：高石市、ＰＣＯ協会
３班：保健所、ＰＣＯ協会 ４班：保健所、防疫協会
＊ 参加人数：市役所３人、保健所５人、環境衛生２人、公衛研１人、ＰＣＯ協会３人、
防疫協会３人、自治会２５人（計４２人）
２）７月２８日（土）から２９日（日）－各家庭ごとに薬剤を投与（１家庭２錠を配布）
５ まとめ
（１）蚊の生息調査でも、グラフから、新家自治会館と対照ポイントの取石小学校とでは、薬剤投与前後で、取石小学校では蚊の捕獲数が増加しているなか、新家自治会館では蚊捕獲数が減少しており、その「有為差」は明らかとなっています。
また、本事業に対する住民アンケ－トでも、今年の夏は例年に比べ蚊が減ったように思う６３％、蚊の発生源である「くみ置き水」、「空き缶」などに対する関心も以前より気にするようになった７１％、今回の事業は意義がある８１％と、体感的にも、蚊の発生源対策への関心の高まりでも総じて地域からの評価は高い結果となっています。
アンケ－トでの「感想と意見」でも、本事業への意義の重要性を指摘する声は多く寄せられています。
（２）今回のシミュレ－ション事業は和泉保健所と高石市の主導で行いましたが、なによりも地区自治会のみなさんが一体となり取り組まれたところに特徴があります。
自治会役員の皆さん、行政、関連団体が協力し、夏の炎天下を公共マスへの薬剤投与作業を実施しました。このなかで、あらためて、蚊の発生源となりうる地域の側溝や畑、住居の水溜めなどの実態を理解することが出来ました。
また、水溜めにはメダカを飼育し自主的にボウフラ対策を行っているところも発見することが出来ました。
このように、わたしたちが住む地域を自らがよく知ること。そして、万一に備え、ウエストナイル熱ウイルスが発見された場合を想定し実際の防除実践を体験することは大変大切なことだと実感することができました。
